
■人口 312,182人［９月末日現在（前年比−357）］ ■火災件数 ９件［９月分（前年比＋２）］ ■交通事故件数 865件［９月分］
本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
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皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
皆さんは「四日市ってどんなま
ちですか」と尋ねられたら、どの
ように答えますか。
四日市に住む皆さんであれば、

「産業都市」「港町」「コンビナート
の夜景がきれい」「水がおいしい」
「交通の便が良い」など、それぞれ
の生活や体験から感じたイメージ
を伝えることでしょう。
一方、四日市から遠く離れた地
域に住む人たちにとって、四日市

はどんなまちに映っているでしょ
うか。
残念ながら、「今も公害のまち」

というイメージを持っている人が
多いのです。以前、県外から四日
市に転勤されることになった人が
「マスクをたくさん用意すること
を真剣に考えた」と話していまし
た。その理由は、「教科書に、煙突
から出る黒い煙の中を、マスクを
して学校に登校する子どもたちの
写真が載っていたから」というこ
とでした。
私は、こうした現状に強い危機
感を感じ、市長就任以来、教科書
会社を個別に訪問して、被害の事

実だけではなく、きれいな空気や
青空を取り戻した環境改善の成果
や環境技術による国際貢献なども
含めて記載していただくよう、要
望を続けてきました。
その結果、主要な教科書会社に
おいて、記載内容の大幅な改善が
なされましたので、今後は、全国
の子どもたちに、四日市の現状の
正しい認識が深まり、本市の都市
イメージの向上に大いに貢献する
ものと考えています。

『公害のまち』のイメージからの脱却
（教科書の改善）

四日市市長
田中 俊行

市民総ぐるみ総合防災訓練

先日、河原田小学校において「市民総ぐるみ総合
防災訓練（市街地訓練）」を実施しました。
救出訓練や企業と連携した避難訓練・避難所運営

訓練など、さまざまな訓練を行いましたが、炊出し訓
練では、緊急貯水槽から給水した水も利用するなど、
地区の特性に合わせた訓練も実施したところです。
市としても、ハード・ソフト両面で防災・減災対

策に取り組んでいます
が、自助・共助・公助の
効果的・効率的な連携が
必要不可欠です。
今後とも、各種防災訓

練を実践的なものとして
充実強化し、「災害に強
いまち、四日市」の実現
に向けて、市民の皆さん
とともに取り組んでまい
ります。

全国青年技能競技大会で特別賞受賞

全国青年技能競技大会で特別賞を受賞された富山
とみ やま

大さん（19歳）が、先日、表敬訪問に来てください
だい

ました。
今年の大会は徳島市において開催され、全国から
選抜された35歳以下の比較的若い大工さん73人が
技術を競い合いました。
大会では、決められた課題（今回は「四方転び踏
み台」）を、限られた時間内にいかに上手に作れるか
が評価されることとなります。
後継者不足と
言われている大
工さんですが、
四日市市に、富
山さんのように
優秀な若い大工
さんがいること
は頼もしい限り
です。

公害当時と現在のコンビナートの対比写真を教科書に掲載

試作品の説明をする富山さん（右）と市長
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衛星携帯電話で、自衛隊などの
出動要請を行う市長

11月上旬号広 報


